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ス ギ首涙色徽病の発生と空気濃度との関係
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ON THE RELATION OF ATMOSPHERIC HUMIDITY TO THE 

DEVELOPMENT OF THE GRAY MOLD OF“SUGI" 

(CryjうtomeriαjajうonicaD. Don.) SEEDLINGS. 

Y oshiyuki HOSAKA 

ABSTRACT This pap3r deals with the results of tests .on the relation of 

relative humidity to the development of the gray mold of "Sugill seedlings by 

Botrytis cinereαPERS. and also to SpOre germination of the causal fungus. 

(1) The seedlings inoculated with Botrytis cinerea PERS. the causal fungus of 

the disease， and kept at each of 92，94，98， and 100 per cent in relative humidities 

showed typlcal symptoms， whib those kept at 87 per cent l ... ~mained quite 

healthy. 

(2) The germination of macroconidia， when droP3 of the spore suspension had 

been dried， was observed at 98 pδr cent， relativδhumidity and over. When drop3 

of the spore suspdnsion had not been dried， the germination was observed at 94 

per cent relative humidity and over. 

(3) Water drops were not always necessary for the infection and spore germi-

nation of the causal fungus. 

( 4) 1 t is c1ear tha t the drying of the spore suspensioll affected more or less 

adversely for spore germination. 

(5) Macroconidial and sc1erotial productions were observed at the relative 

humidities ranging from 94 to 100 per cent. 

要 旨 スギ苗灰色徽病の発生ならびに分生胞子の発芽と空気関係湿度について実験を

行った。この結果 92%以上の関係湿度において発生を認め，また分生胞子はスライドグラ

ス上の胞子浮瀞液を乾燥した場合は 98%以上で，乾燥しない場合は 94%以上の関係湿度

で発芽が見られたD

工緒 一一一一回

植物病原菌の寄生体侵入と環境，特に空気湿度について，農作物ではかなり古くからまた多くの研究

調査があるく安部1933，桂lヲ37，多胡1937，岩田1948，飯田1951)。

しかし我が国の林業方面では，この種の研究調査は極めてすくなく，わずかに SφtoriaabeUceae， 

Mycosρ'haerellαTogashianaおよび Cercosporαcryptomeriaeの胞子発芽と空気湿度についての報告
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があるにすぎない(伊藤および保坂1952，伊藤および小林1953，伊藤，渋川および寺下1954)。

筆者は数年来少雪地方のスギ苗越冬床，あるいは土囲床を観察し，スギ苗を凍害防止のため落葉，藁

ヨシズなどて被覆する関係から，灰色徽病(伊藤および保坂1951)の発生伝播は，床内の空気湿度に支

配されることがかなり大きし、のではないかと考え，空気温度と灰色徽病発生との関係を明らかにし，越

冬対策の基礎資料を得ょうと若干の実験を行った。

ここにその概要を報告して参考Aに供したし、。なおこの報告の一部はすでに第63回日本林学会において

報告した(保坂1954)。

この実験を行うにあたり終始有益な御指導と御教示をいただし、た恩師伊藤一雄惇士および実験に助力

された渡辺技師補，渡瀬彰の両氏に厚くお礼を申述べる。

E 友色徹病発生と関係濃度

1，実験方法
(1) 

苗畑で ~""""8cm に成育した 1 年生スギ苗を良く氷洗し，培養液 を注入した内容50ccの三角フラスコ

Te玄t戸 flg.1. 

スギ苗の水 耕培養

(Water culture of 

“Sugi" seed1ings.) 
A. KNOP'S solution 
B. castor oi1 
C. “Sugj" seedlings 

(1) KNOP氏液。

に3本宛移植し，培養液の表面には約 5cmの厚さにヒマシ油を滴下，こ

れにより培養液面よりの直接の水分の蒸散を防いだ， なおフラスコの口

部には綿栓を施し苗の固定をはかった。 (Text-fjg.1) 

上記の苗を200C，20日間液体培養 した灰色徽病菌 Bot1'ytiscinerea 

の分生胞子浮瀞液を常法により小型噴霧器で接種し，直ちに各種塩類の

過飽和液 (ITO& HOSAKA1952， ITo & KOBAYASHI 1953)により一

定の関係湿度に保ったデシケーター内に納め， 200 Cに保った。

また噴霧接種後250
，-..，300 Cでスギ苗木上の胞子浮瀞液を乾した後，前

と同様に一定関係湿度に保ったデシケーター内に納め， 両者における発

病を比較観察した。

2，実験経過

第 1田実験において肉眼的に型的な病徴および標徴が，接種後胞子浮

瀞液を乾かした場合も乾かさなし、場合も共に 9日後に，また第E回実験

においては接種後胞子浮滋液を乾かした場合は接種11日後に，乾かさな

かった場合は14日後にそれぞれ認められ，さらに第E回実験においては

共に10日後に認められた。しかしこれら初期病徴および標徴発現部には

極めて僅かに気中菌糸は認められたが，分生胞子の形成は全く見なかっ

Tこ一口

3，実験結果

接種25日後の実験結果を第 1表および第2表に示す。

(2)馬鈴薯煎、汁1000CC庶糖20g。 (3) 2年生スギ苗より単胞分離。
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'Table 1. Effects of relative humidity UpOll. the c1eveJopment of the gray mold of ‘'Sugi" 

seec1lings. (at 20oc， after 25 days) 

CWhen drops of the spore susp泣lsionwere driec1 after inoculations.J 

~e.l a~~-YL~~ ISal~.Li~_~~~r-1 Exp. INumber of:~u的~l~ of¥ ~~~l~~~ _o~! _1' _ 11 J)_~~~~e_ of ~ _ l' . ___ISclerotial 
humidity I saturated I 1~:~~i~;:"，C;~." V .LI infected Imacroconidiallaerial myceliuml 

(%)lsolution lN0.lmdlhgslseedlings |production l produdim|fomati n 

DIstilled 工 12 12 →鴫 十

100 瓦 6 3 ート
1再rater

直 9 8 十十十 ++十

工 12 11 十 十 ++ 
98 K2S04 E 6 4 十

E 9 4 ーi 十十

工 12 9 十十 +十 十十

94 KN03 五 6 2 
直 9 2 + 

工 12 6 十

92 K2HP04 E 6 。
直 9 。
工 12 。

87 KCl JI 6 。
E 9 。

Table 2. Effects of r.::uative humidity Upo:.l the develop~nent of the gray moJd of“Sl1gγ' 

seedling8. (at 20oc， after 25 days) 

CWhen c1rop3 of the sp::>r3 susp::ll.sion were ll0t drlec1 after inoculationョJ

Relative ISalt in overl Exp. 
humidityl saturated I 

(%)1 solution I No. 

Distillec1 I 
100 五

奇iVater
JlI 

工
98 K2S04 五

I旺

工
94 KN03 E 

m 

工
92 K2HP04 瓦

lli 

工
87 KCl 五

直

悶 dlU ihhfhk叫3詑CI~:尚恥um…1m
(出seedl日in口19S Iproduct口10工11 proc1uction 

12 12 十十 十+

6 6 十
9 9 十+ 十+

6 6 十 十十

9 5 十十 十+

6 3 十

9 F

ム
可 + ++ 

6 3 + 
9 。

6 。
9 。

++ 

十

一
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実験により多少の差はあるが，

接種後胞子浮瀧液を乾かした場合

も乾かさなかった場-合も，共に関

係浪度 100%におし、て最高の発病

を示し， 98%，94%と次第に発病は

少く， 92%では第 1回の実験で半

数が発病したが，第TI，m実験では

発病なく， 87%におし、ては各実験

共全く発病は見なかった。 (Text-

fig 2.) 

分生胞子は接種後胞子浮溺液を

乾かした場合も乾かさなかった場

合も，共に94%以上の関係湿度内

で，気中監i糸は92%以上の関係湿

度内で形成が認められたが，その

形成程度は実験により一定してい

なし、。

また噴霧接種後の胞子浮出液を

乾かした場合も乾かさなかった場

合も，その発病限界湿度ならびに

Text-fig 2. 各種の関係湿度内で先生したスギ苗灰色徽病

(Development of the gray mold of“Sugi" 

seedlings at various 1・elativehumidities.) >くそち

A. 100，96 B. 100% (接僅後一旦乾燥) C.93% 

D.94.% E.92% F.87% 

発病程度には大きな差は見られない口

E 分生胞子の発芽と調係湿度

1，実験方法

供試簡は人工接種して発病したスギ苗上の分生胞子を一旦水洗し， j!示室にした内径 8.5cmのペトリ皿

に入れ.新しく形成した分生胞子を用いた。

まず擢病部に新しく形成した分生胞子を殺菌白金線で採集し，殺菌蒸溜水を用いて胞子浮説液を作り

スライドグラスに 2白金耳宛点滴した，点滴したスライドグラスを 25CCで胞子浮前ー液を乾燥したもの

と，そのままのものとに分け，あらかじめ一定の関係湿度に調節したデシケーター内に入れ， 24時間後

にその発芽を観察した，なお空気関係湿度の調節には前と同じtE;.額の過飽和液を用い， 20口Cに保った。

2， 実 験 結果

24時間後の分生胞子の発芽を第 3表および第 4表に示す。

この実験は全体的に発芽率が低く，やや不完全であるが第 3表から.関係湿度 100%水滴区は，胞子

浮潜液をスライドグラスに点滴後，一旦乾燥し関係湿度 100%に保ったものよりも発芽はかなり良好

で，発芽管もまた長い， 98%の関係湿度においては発芽は極端に低下し，発芽管の伸長も極めて僅かで
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Table 3. Effects of relative hU1Uidity on the conidial germination of 

Botrytis cinerea (at 20oc， after 24 hours.) 

[When droP3 of the spore suspension were dried before tests.J 

Relative陪r九叫1聞叫as曲iotht1mIh1ui1北削ntUi凶O叩o:工nfnv1er||トICωo凶伽'IE却日3訂ur巾in悶工 トI'-'VLL山山|| ||Germm(F%a百u)onllM i 
humifZ 出回 germin出 d t520f 4 E534 

100 Disattilel1e:・d Spores in E730466.341  ||※i I|%7l961ml  
waar I -drop IIT 1219 121 9:9 44 

Sdproireeds l | 
工

l m|  

14 2.0 
100 E 824 18 2.2 

E 1211 。 。
工

1 i務 l

3 0.3 
98 K2S04 E 2 0.2 

盟 1007 。 。
工

lml  

。 。
94 KN03 E 190043 1 。 。

IIT D 。
工

1 前~
I 

。 。
92 K2HP04 E 1045 。 。

m 1134 。 。
工

[918i 
。 。

87 KCl E 1108 。 。
直 1000 。 。
工 |附(

。 。
82 KBr E 799 。 。

E 1000 。 。
※A drop of distilled water was placed again on the dried spores. 

Table 4. Effects of relative humidity on the c:::midial germination 

of Botrytz's dnerea (at 20oc， after 24 hours.) 

[When drops of the spore suspdnsion were not dried before tests.コ

10 
16 

5 
trace 

間51y!?告紅e1C222nlErωl出品|;:;2J::立場;幌町若:
100 官r lsなネペ i li;;:l jii l ?2 l 

98 
1 

K2S04|-l 
i l iiEllijl  L 

94l m 
l-l  i l iji l i!:;l  

!竺~づづJ一 印

87 
1 

KCl 
1

一

| i | 1 ? jjl:!!l  

8位2
1 

KBr 
1

一

|i l1jj:2i l!l  i i 
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ある， 94%以下の関係湿度では 3回の実験共全く発芽は見られない。

また第4表のスライドグラス上の胞子浮瀞液を乾燥しないものは， 100%の関係湿度で高い発芽を示

し， 98%の関係湿度では発芽はいちぢるしく低下しているが， 94%の関係湿度でもなお僅かに発芽が見

られる。しかし 92%以下の関係湿度では 3回の実験共全く発芽したものは見られなかった。また第3，4

表からスライドグラス上の胞子浮滋液をー旦乾燥し，これを再び水滴中に保っても発芽は低下した。す

なわち胞子浮激液を乾燥することは，Botrytis cinereaの分生胞子の発芽に多少悪影響をおよぼすもの

のようである。

VI 要 結

筆者はこの報告で，スギ苗灰色徽病の発生ならびに分生胞子の発芽と関係湿度についての実験結果を

述べた。

1， 各種塩類の過飽和液によって一定関係湿度に保ったデシケーター内に，病原菌 Botrytiscinerea 

を接種したスギ苗を納め， 200lCでその発生を，また同じ方法で分生胞子の発芽も観察した。

その結果スギ苗灰色徽病は 100%の関係湿度におし、て最も高い発生を示し， 98， 94，および、92%にお

いても発生したが，関係湿度の低下と共にその発生もすくなく， 87%の関係湿度では全く発生を認めな

かった。また接種直後胞子浮瀞液を乾かした場合も，乾かさなかった場合もその発生限界湿度ならびに

発生には，いちぢるしい差は見られなかった。

2， 分生胞子の発芽は，スライドグラス上の胞子浮瀞液を予め乾燥した場合， 98%以上の関係湿度に

おいて，発芽し，乾燥しない場合は 100%の関係湿度において最良であり， 98， 94%の関係湿度でもな

お発芽したが， 94;石では僅かな発芽であった。胞子浮激液を一旦乾燥した場合と，乾燥しない場合の発

芽限界湿度の差は，スライドグラス上での急激な乾燥によるものと考えられる。またスギ苗灰色徽病の

発生限界湿度と，分生胞子発芽限界湿度との違いは，培養液面より直接水分の蒸発に対しては，これを

防止する方法を行ったが，スギ苗木よりの蒸散につし、ては何らの方法も行わなかったので，デシケータ

ー内の実際上の関係湿度は，表示した数値よりも高かったことによるものと思われる。

3， 胞子浮瀞液をー旦乾燥した場合には， これを再び適湿に保っても発芽率は低下した。胞子浮潜液

を乾燥することにより，発芽が害せられることは，安部 (1933)は Piriculariaoryzae & Teronos.ρora 

sρinaciaeで，飯田 (1951)は Glomerellaglycz"nesで，伊藤および保坂 (1952)は SφtoriaAbeUceae 

で観察している。

4，分生胞子および菌核は 94%以上の関係湿度で形成された。

5，スギ苗灰色徽病の発生ならびに分生胞子の発芽には，水滴の存在を必ずしも必要としなし、。
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